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ざっと見渡すと
　まず、但し書きからはじめることをお許し戴きたい。話は、和光大学総合
文化研究所が出来る前の状況を書けというのが要望であるが、1980年代は、
僕も学の内外でいろいろなことに首を突っ込み、さまざまな共同研究会やイ
ベント、調査活動に携わっていて、その日々の記録を残していないので、事
柄の前後の記憶がはっきりしていない。そのため、一部あいまいなところの
ある文章とならざるを得ないことが、お断りの第一。そして第二は、あらゆ
る方々を「さん」付けで呼ぶことにしたいこと。「先生」と同僚を呼ぶのは嫌
いだし、それぞれが当時助教授であったのか、教授であったのかも定かでは
ないからである。
　さて、話は、研究所の前史。大まかに言っておけば、80年代にいろいろな
共同研究の集まりが出来、その成果が世に問われ始めたので、共同研究を母
体とした研究所が立ち上がったということである。と書けば、簡単なのだが、
実際には、いろいろな要素が入り組んでいる。
　あれは1981年のことであったか、それこそ記憶が定かではないが、教授会
で翌年度の予算から、共同で行う研究に対して、若干のお金を「特別予算」
として計上しておこうという話が強まった。82年度に間に合っていたのか否
かは僕には分からない。というのは、僕は82年に学外研究員として１年間海
外にいたからである。
　この特別予算を使って、最初に活動を開始したのは、「アジア研究グルー
プ」ではなかったかと思う。このグループは、緩やかな個人の集りといった
もので、厳格な課題の下に結集したものではない。但しその前身として、同
じメンバーではないが、それ以前から始まっていた朝鮮資料の収集という在
日の父母の方と当時非常勤教員を長くお願いしていた姜徳相さん（後に一橋
大学教授）の熱い支援を、和光大学側でどのように受け入れていくのかを考
える委員会が作られていた。その結果、日本での研究生活を捨てて、それま
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で集めていた日朝近代交渉史の貴重な本・資料を友人の姜徳相さん宅に預け
て渡米されていた金教鉉さんの蔵書を、寄付を頂きながら購入し、かつ在日
の方々を中心とした多くの方々の蔵書を寄付して頂き、現在の図書館地下１
階にある「朝鮮コーナー」が出来た。この過程では、李進 さん（00年名誉
教授）のご助力も大きかった。
　この受け入れをめぐる活動と重複するように、針生一郎（96年名誉教授）、
水上健造（01年名誉教授）、宮川寅雄（在職中に逝去）のお三方が「アジア研
究・交流教員グループよびかけ人」となり、学内外、あるいは国を超えた交
流を『アジア研究』という小冊子に文字として留めおく活動が始まった。第
１号が84年３月である。その後10号まで出版された。
　アジア研究グループは、やがて課題をもって作業をするようになり、さら
に、そのメンバーの多くは「朝鮮研究会」へと発展したが、『アジア研究』は
あくまで交流の場として発行され続けた。朝鮮研究会は1992年に、秀吉朝鮮
侵略500年に合わせて、共同研究を重ね、報告書を出版した。
　アジア研究グループの一人でもあった前田耕作さん（03年名誉教授）が中
心となって、85年の秋に「象徴図像研究会」を立ち上げ、学外の研究者も巻
き込んだ研究グループが創られた。87年３月に『象徴図像研究』の第１号が
発刊されて、これも長く11号まで続いた。
　上の研究会と同時期に、石原静子さん（00年名誉教授）が主導して、俗称
「入門研」というグループが形成された。大学教育で最初に学生が出会う一般
教育（和光大学の現在の名称は「共通教養」）のあり方を徹底的に研究しよう
というものである。このグループは、連続した冊子という形ではなく、その
都度報告書を作成した。
　80年代に、２回の将来構想委員会というものが学長の下に作られ、そこか
ら出たアイディアの一つに「移動大学」というものがあった。教員の中で日
本の各地にフィールドを持っている方を媒介として、地域との交流を計る目
的のものであった。第１回は、1987年に和歌山県御坊市で「日高川の地域と
文化」と称した「移動大学」が開催され、その礎をになって下さった郷土史
家とともに和光大学の中世研究会が共同研究を開始し、翌年には日高郡美山
村の祭りの記録と研究を学生も巻き込んで行ったが、その後、地域の古文書
を読む作業で当の郷土史家と大学教員との間にトラブルが生じ、活動が立ち
消えになってしまったのは、残念なことである。
共同研究を醸成したもの
　僕の知る限りでざっと見渡しても、これ程の活動があった。これらはあく
まで早めに立ち上がったグループであって、僕が触れ得なかった活動もある
ことは承知して戴きたい。
　ではそうした活動は、何によって促進されたのであろうか。要因には縦軸
と横軸の二つがあったようだ。
　第一に思いつくことは、横軸の方である。70年代から80年代初頭まで、４
年毎にやってくる学費値上げの提案に、学生たちが反対運動を行ったが、そ
の対応に教授会が追いまくられ、遂に心身の疲労に耐えられない教員も生ま
れた。ここはその運動の質について云々する場ではないので省略するが、こ
の学生たちへの対応のために生まれた副産物とでも言えるものが、学部学科
を超えた教員の交流である。他の学部学科にいる教員が何を研究対象にして
いるのか、どんな趣味をもっているのか、普通はなかなかわからないが、年
中２学部（当時は２学部４学科）で話し合いを持っていると、自然に分かっ
てくる。『アジア研究』のよびかけ人を例にあげると、宮川、針生両氏は美術
研究と現代文化研究という共通項をもたれているが、水上さんは経済学部所
属の理論経済学の方である。中世研究会の武者小路穣さん（91年名誉教授）
は芸術学科（当時）所属であったが、中心には文学科の山本吉左右さん（現
職）がおられ、経済学部からは桜井清さん（05年名誉教授）も参加されてい
た。芸術学科（当時）の松枝到さん（現職）の顔も忘れがたい。アジア研究
では、飯沼博一さん（02年名誉教授）にも報告して戴いたことがある。象徴
図像研究会の常連に人間関係学科の澁谷利雄さん（現職）もおられる。間違
いなく学部学科を越えた性格を持っていた。
　第二に、この学費問題に関わる教員の対応に疲労が付いてまわったのは、
もちろん時間的肉体的なこともあるが、80年３月に、初代学長の梅根悟さん
を失ったことがある。これが縦軸の方である。誰もがそれなりに心配をして
いたのだが、創立者の学長がいなくなって見ると、ポスト梅根の大学はどん
な方向にどんな形で動いていけば良いのか、学内に明確な共通項はなかった
といっていい。梅根悟さんが病に倒れた時点から81年４月に藤井清さん（92
名誉教授）が２代目学長に正式に就任するまでに、教授会が選んだ学長候補
を職員が不信任するというゴタゴタというか空白の２年がある。何でもいい
から学長が決まれば事終われり、というわけにはいかない。藤井学長は将来
構想を練ることを教員に呼びかけた。
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　そこで第三の要因となるが、この学費値上げ問題に、どれ程教授会が誠実
に対応しても、教員たちには、結局のところ自分たちの蓄積してきた研究内
容を練り上げて、学生の前に提示するしかない、という危機感があったので
あろう。学生ばかりが元気で教員が元気でなければ、大学の活性化はおぼつ
かない。これが教員の共同研究を促進したと僕は見ている。これが縦軸と横
軸の交差点である。
　そのためには、ちょうど教員の年齢構成が幸いしたというのが、僕の見る
第四の要因である。大学が出来て10数年経った時点で、当時は若造にすぎな
かった教員もそれなりに中堅層をなしてきていた。一方、建学時を支えた教
授陣も何人かは大御所として在職されていた。定年制度を作った際に、その
適用から外した方々もまだいらしたのである。このことは、内容の充実だけ
ではなく、中堅どころが闊達に活動できた理由ではないかと思う。
　このように昔のことを、記憶を頼りに思い起こしてみると、懐かしくもあ
り、また書く過程で冊子などを読み返してみると、それなりに充実したもの
の多いことに気づいた。
（みはし　おさむ）
